
　
五
月
十
二
日
火
曜
日
、

東
京
東
筑
会
鎌
倉
散
策
の

会
が
鎌
倉
駅
東
口
に
午
前

十
時
に
参
加
者
十
九
名
が

集
合
し
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
回
の
散
策
の
会
は
東
京

東
筑
会
の
同
好
会
と
し
て

昨
年
の
十
二
月
九
日
に
第

一
回
が
行
わ
れ
て
以
来
の

第
二
回
目
で
あ
る
。

　
今
回
の
散
策
の
テ
ー
マ

は
鎌
倉
時
代
の
実
朝
か
ら

北
条
執
権
時
代
に
か
け
て

関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
の

物
語
で
あ
る
。
　

若
宮
大
路
と
長
谷
か
ら
名

越
に
通
ず
る
大
町
大
路
と

交
差
す
る
と
こ
ろ
で
、
昔

は
八
幡
宮
に
参
拝
す
る
時

は
身
分
に
関
わ
ら
ず
、
こ

こ
で
馬
を
下
り
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
若
宮

大
路
を
横
切
る
と
き
も
馬

を
下
り
て
、
八
幡
宮
に
礼

拝
し
な
い
と
通
れ
な
か
っ

た
の
で
、
「
下
馬
」
と
い

う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
下
馬
に
は
「
釘
貫
」

と
い
う
馬
繋
ぎ
の
柵

が

あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　　
琵
琶
橋
は
下
馬
四
ツ
角

の
南
側
に
か
か
っ
て
い
る

橋
で
鎌
倉
十
橋
の
一
つ
で

あ
る
。
昔
、
二
の
鳥
居
か

ら
一
の
鳥
居
の
間
の
道
を

琵
琶
小
路
と
い
っ
て

い

た
。
そ
れ
は
こ
の
道
筋
に
、

弁
財
天
を
祀
っ
た
祠
が
あ

り
道
が
曲
が
っ
て
い

た

が
、
祠
を
移
し
て
道

を

ま
っ
す
ぐ
に
直
し
た
そ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
道

を
、
弁
財
天
の
琵
琶
に
ち

な
ん
で
琵
琶
小
路
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
小

路
に
か
か
っ
て
い
る
橋
な

の
で
そ
の
名
が
つ
い
た
。

　　
平
成
二
年
電
線
の
埋
設

工
事
で
直
径
一
・
六
メ
ー

ト
ル
の
柱
根
が
発
見
さ
れ

た
。
同
時
の
出
土
品
か
ら

み
て
、
天
文
二
十
二
年
北

條
氏
康
の
と
き
に
出
来
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。「
快

元
僧
都
記
」
に
北
條
氏
康

に
願
い
出
て
、

浜
の
鳥
居
の
建

て
替
え
を
定
め

た
記
事
が
あ
る

そ
う
で
、
そ
れ
か
ら
十
八

年
後
に
完
成
し
た
と
い
わ

れ
る
。
　

　
治
承
四
年
に
最
初
の
鳥

居
が
建
て
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
木

造
で
現
在
の
一
の
鳥
居
よ

り
百
八
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

北
に
あ
っ
た
。
（
浜
の
鳥

居
）
現
在
の
一
の
鳥
居
は

寛
文
八
年
四
代
将
軍
家
綱

の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
、

高
さ
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、

笠
石
の
長
さ
約
十
三
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
寛
文
八
年

の
銘
が
あ
り
国
の
重
要
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　
当
時
で
は
大
工
事
で
あ

り
、
三
代
将
軍
の
母
崇
源

院
の
発
起
で
、
備
前
犬
島

の
石
を
使
っ
た
鳥
居
は
、

四
代
将
軍
家
綱
の
と
き
に

や
っ
と
完
成
し
た
。
（
形

式
・
・
明
神
鳥
居
）
大
正

十
二
年
の
関
東
大
震
災
で

倒
れ
た
が
昭
和
十
二
年
の

春
修
復
さ
れ
た
。
　

　
こ
の
宝
篋
印
塔
は
鎌
倉

時
代
の
武
将
畠
山
六
郎
重

保
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い

て
、
明
徳
四
年
の
銘
が
あ

る
、
総
高
三
・
四
メ
ー
ト

ル
の
立
派
な
石
塔
で
重
要

美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
年
代
に
ず
れ
が
あ
り

重
保
の
墓
か
ど
う
か

は

は
っ
き
り
し
な
い
。
重
保

は
重
忠
の
長
男
で
初
め
は

平
家
方
だ
っ
た
が
、
源
氏

に
つ
い
て
か
ら
は
手
柄
も

多
か
っ
た
の
で
、
親
子
と

も
頼
朝
の
信
任
厚
く
幕
府

の
重
臣
で
あ
っ
た
。
　

幕
府
の
実
権
が
北
條
氏
に

移
る
と
北
條
氏
は
、
畠
山

氏
が
邪
魔
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
、
北
条
時
政
の

娘
婿
の
平
賀
朝
雅
が
、
畠

山
氏
の
告
げ
口
を
し
た
の

を
真
に
受
け
て
元
久
二
年

の
六
月
、
重
保
を
由
比
ガ

浜
で
、
つ
い
で
重
忠
を
二

俣
川
で
義
時
に
討
ち
取
ら

せ
た
。
重
保
は
善
戦
し
た

が
、
ひ
ど
い
喘
息
も
ち
で

発
作
を
興
し
戦
死
し
て
し

ま
う
。
こ
の
墓
の
場
所
が

畠
山
重
保
の
屋
敷
跡
と
い

わ
れ
て
い
る
。
咳
で
困
る

と
土
地
の
人
は
、
重
保
を

祀
る
六
郎
様
に
願
を

か

け
、
治
る
と
お
茶
を
入
れ

て
お
礼
参
り
を
す
る
信
仰

が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

　　
こ
の
塚
は
元
無
常
塚
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治

の
中
頃
、
道
路
工
事
の
際

塚
の
一
部
か
ら
埴
輪
や
土

器
と
一
緒
に
、
多
く
の
人

骨
が
出
土
し
た
。
こ
の
人

骨
は
和
田
合
戦
の
一
族
の

戦
死
者
と
推
定
さ
れ
、
和

田
一
族
の
墓
と
い
う
こ
と

か
ら
「
和
田
塚
」
と
な
っ

た
。
も
と
も
と
は
向
原
古

墳
群
の
円
墳
の
一
つ
で
、

高
塚
式
古
墳
の
面
影
を
残

す
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

　
和
田
義
盛
（
三
浦
大
介

義
明
の
孫
）
は
、
源
頼
朝

の
挙
兵
時
か
ら
の
側
近
で

源
氏
三
代
に
亘
り
幕
府
の

侍
所
別
当
を
務
め
権
力
を

も
っ
て
い
た
。
頼
朝
が
亡

く
な
る
と
、
北
條
氏
は
、

頼
朝
を
支
え
て
い
た
有
力

御
家
人
達
が
邪
魔
に

な

り
、次
々
と
葬
り
去
っ
た
。

最
初
は
梶
原
景
時
、
次
い

で
比
企
能
員
、
次
に
畠
山

重
忠
・
重
保
、
建
保
元
年

二
月
北
條
氏
を
倒
す
計
画

に
加
担
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
執
権
北
條
義
時
に
義

盛
の
子
義
重
、
義
直
、
甥

の
胤
長
が
捕
ら
え
ら

れ

た
。
義
盛
は
急
遽
上
総
の

荘
園
か
ら
駆
け
つ
け
、
実

朝
に
直
訴
し
口
を
聞
い
て

も
ら
い
、
子
供
は
許
さ
れ

る
が
、
甥
の
胤
長
は
流
罪

に
さ
れ
、
お
ま
け
に
そ
の

屋
敷
は
、
義
時
が
自
分
の

も
の
に
し
て
し
ま
う
。
こ

こ
で
義
盛
は
堪
忍
袋
の
緒

を
切
り
、
和
田
合
戦
と
な

る
。
緒
戦
は
和
田
軍
が
優

勢
だ
っ
た
が
、
多
勢
に
無

勢
二
日
間
に
わ
た
る
戦
い

は
、
和
田
一
族
の
敗
退
で

終
わ
る
。由
比
ガ
浜
に
は
、

二
百
三
十
四
以
上
の
首
が

並
べ
ら
れ
た
。
義
盛
は
六

十
七
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
、
義
時
は
執
権
と
し

て
実
権
を
握
り
、
北
條
氏

の
権
力
は
確
立
さ
れ
た
。

　　
昭
和
三
十
七
年
県
に
よ

り
開
所
、
平
成
八
年
か
ら

伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
が
運
営
し
て
い
る
。
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
は
百
点
ほ
ど

の
展
示
品
が
あ
り
、
誰
で

も
見
学
で
き
即
売
や
注
文

も
受
け
て
い
る
。
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下
馬
四
つ
角

石油スタンドの前に下馬の石碑

琵琶橋

琵
琶
橋

浜の鳥居跡

浜
の
鳥
居
跡

一の鳥居

一
の
鳥
居

畠
山
重
保
の
墓重保の墓の説明を聞く

和田塚の説明を聞く

和
田
塚

鎌
倉
工
芸
館

鎌倉掘り展示品鎌倉彫工芸館



　
和
田
塚
か
ら
甘
縄
神
明

宮
へ
向
か
う
と
き
突
然
路

地
に
入
り
狭
い
道
を
く
ね

く
ね
と
歩
く
と
江
の
島
電

鉄
の
和
田
塚
駅
の
横
に
出

る
。
そ
の
線
路
を
横
切
り

よ
う
や
く
広
い
道
に

出

る
。
　

　
こ
の
神
明
宮
は
天
照
大

神
を
祀
る
お
宮
で
あ
る
。

和
銅
年
間
に
近
く
に
住
む

豪
族
、
染
谷
太
郎
太
夫
時

忠
が
建
て
た
鎌
倉
で
一
番

古
い
神
社
と
い
わ
れ
、
長

谷
の
鎮
守
と
さ
れ
て

き

た
。
源
頼
義
が
相
模
守
と

な
り
こ
の
神
社
に
お
詣
り

し
た
後
、
義
家
が
生
ま
れ

た
の
で
、
こ
の
神
社
の
ご

神
体
は
義
家
の
守
り
神
と

な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
後

に
義
家
が
社
を
再
建
し
た

と
も
い
わ
れ
、
源
氏
と
縁

の
深
い
神
社
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の

記
録
に
は
頼
朝
や
政
子
、

実
朝
ら
が
お
参
り
し
て
い

る
こ
と
や
、
こ
の
神
社
が

伊
勢
別
宮
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
が
残
さ
れ
て

い

る
。

　

盛
長
は
、
源
頼
朝
が
旗
揚

げ
す
る
前
か
ら
の
下

臣

で
、
石
橋
山
の
合
戦
に
頼

朝
が
敗
れ
て
房
州
に
逃
れ

た
時
も
一
緒
だ
っ
た
。
頼

朝
が
鎌
倉
に
居
を
構
え
た

と
き
、
西
の
押
さ
え
と
し

て
こ
の
地
甘
縄
に
屋
敷
を

与
え
ら
れ
た
。
鎌
倉
幕
府

の
樹
立
に
尽
力
し
頼
朝
に

重
用
さ
れ
、
頼
朝
・
政
子

が
甘
縄
神
明
宮
に
参
詣
し

た
折
り
に
は
こ
の
屋
敷
に

立
ち
寄
っ
た
。
頼
朝
亡
き

後
頼
家
の
時
代
十
三
人
の

合
議
制
の
メ
ン
バ
ー
に
も

加
わ
り
、
和
田
義
盛
と
共

に
梶
原
景
時
弾
劾
の
急
先

鋒
で
あ
っ
た
。
盛
長
の
子

景
盛
は
、
頼
朝
の
時
代
か

ら
父
と
共
に
仕
え
幕
府
創

業
に
功
が
あ
り
頼
朝
の
寵

を
う
け
た
。
実
朝
将
軍
の

と
き
、
出
羽
介
と
な
り
秋

田
城
介
と
称
し
た
。
そ
れ

以
後
秋
田
城
介
は
安
達
家

の
世
襲
職
と
な
っ
た
。
実

朝
が
暗
殺
さ
れ
た
と
き
、

出
家
し
て
高
野
山
に
入
っ

て
高
野
入
道
と
呼
ば
れ
た

が
、
娘
（
松
下
禅
尼
）
が

三
代
執
権
泰
時
の
嫡
子
時

氏
の
室
で
、
経
時
・
時
頼

の
外
孫
に
当
た
る
二
児
が

泰
時
の
死
後
、
二
人
続
い

て
執
権
と
な
っ
た
た
め
、

景
盛
の
幕
府
に
お
け
る
権

勢
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。

景
盛
の
嫡
子
義
景
も
、
父

の
出
家
後
秋
田
城
介
と
な

り
千
二
百
三
十
九
年
評
定

衆
に
列
し
て
幕
政
に
参
加

す
る
。
執
権
経
時
・
時
頼

の
時
代
に
な
る
と
、
義
景

は
常
に
幕
政
の
中
枢
に
参

与
し
秘
密
会
議
に
も
参
加

し
て
い
た
。

　
こ
の
頃
北
條
氏
と
比
肩

し
得
る
唯
一
の
豪
族
で
あ

る
三
浦
氏
が
、
名
越
光
時

の
謀
反
に
加
担
し
た
と
し

て
、
景
盛
・
義
景
そ
し
て

そ
の
子
泰
盛
等
と
北
條
時

頼
の
連
合
軍
が
三
浦
氏
を

討
滅
す
る
。（
宝
治
合
戦
）

泰
盛
は
二
十
五
歳
で
評
定

衆
と
な
り
十
年
後
に
は
、

将
軍
宗
尊
親
王
廃
立
の
重

要
秘
密
会
議
に
参
加
す
る

程
に
な
っ
て
い
た
。
泰
盛

は
執
権
政
村
・
時
宗
・
貞

時
の
三
代
に
亘
っ
て
幕
府

内
で
権
勢
を
維
持
し
た
。

時
宗
の
室
は
、
泰
盛
の
娘

（
養
女
）
時
宗
死
後
の
覚

山
尼
で
貞
時
の
母
で

あ

る
。
泰
盛
が
権
勢
を

振

る
っ
て
い
た
弘
安
年

間

は
、
幕
政
が
執
権
政
治
か

ら
得
宗
専
制
に
移
っ

て

行
っ
た
時
代
で
、
得
宗
被

官
の
勢
力
が
台
頭
し
て
来

た
時
代
で
あ
っ
た
。
時
宗

の
死
後
泰
盛
の
外
孫
貞
時

が
十
四
歳
で
執
権
職
を
継

い
だ
が
、
当
時
内
官
領
で

あ
っ
た
平
頼
綱
の
権
勢
が

盛
ん
で
あ
り
、
必
然
的
に

泰
盛
と
対
立
し
た
。
弘
安

八
年
十
一
月
、
抗
争
は
戦

闘
と
な
り
、
結
果
は
平
頼

綱
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

結
局
貞
時
は
五
十
五
歳
の

祖
父
を
攻
め
一
族
の
多
く

を
討
ち
滅
ぼ
し
た
の
で
あ

る
。
（
霜
月
騒
動
）
こ
の

後
平
頼
綱
の
権
勢
は
大
い

に
上
が
っ
た
が
、
後
に
平

禅
門
の
乱
で
貞
時
に
滅
ぼ

さ
れ
る
。
足
達
家
は
そ
の

後
は
泰
盛
の
弟
顕
盛
の
孫

の
足
達
時
顕
が
秋
田
城
介

に
補
任
さ
れ
、
鎌
倉
時
代

の
末
ま
で
命
脈
を
保

っ

た
。

　

　
本
尊
の
十
一
面
観
世
音

菩
薩
は
伝
承
に
よ
る
と
奈

良
の
長
谷
寺
と
同
じ
、
一

本
の
楠
の
霊
木
よ
り
彫
ら

れ
た
と
い
う
縁
起
を
も
っ

て
い
る
。
高
さ
九
・
一
八

メ
ー
ト
ル
は
日
本
最

大

で
、
錫
杖
を
右
手
に
執
り

岩
座
（
金
剛
宝
盤
石
）
に

立
つ
尊
容
は
長
谷
寺
に
祀

ら
れ
る
十
一
面
観
音
特
有

の
姿
と
し
て「
長
谷
寺
式
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
撮

影
禁
止
で
写
真
は
撮
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。境
内
に
は
、

弁
天
堂
、
地
蔵
堂
、
稲
荷

社
、観
音
堂
、
阿
弥
陀
堂
、

大
黒
堂
、
経
蔵
な
ど
の
堂

宇
が
建
っ
て
い
る
。
古
来

よ
り
坂
東
三
十
三
観
音
霊

場
の
四
番
札
所
に
数
え
ら

れ
、
多
く
の
信
仰
を
集
め

て
き
た
。
　

　
観
音
像
の
渡
海
縁
起
に

ま
つ
わ
る
伝
承
に
よ

る

と
、海
に
漂
う
観
音
像
は
、

尊
体
に
付
着
し
た
「
か
き

が
ら
」
の
導
き
に
よ
り
当

地
に
流
れ
着
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は

当
初
「
荒
神
」
で
あ
り
ま

し
た
が
、
後
年
、
そ
の
由

緒
を
も
っ
て
稲
荷
社
と
し

て
再
興
さ
れ
た
当
社
は
、

観
音
像
の
漂
着
し
た
六
月

十
八
日
を
御
縁
日
と
定
め

て
い
ま
す
。
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谷
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谷
観
音
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長谷寺からの展望

経蔵（輪蔵）稲荷社

千体地蔵尊 地蔵堂 長谷寺山門



新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻

め

で
、
ど
の
程
度
の
被
害
を

受
け
た
か
判
ら
な
い
が
、

康
永
元
年
足
利
尊
氏
が
本

堂
を
再
建
し
観
音
像
に
金

箔
を
施
し
、
明
徳
三
年
足

利
義
満
が
観
音
像
の
光
背

を
修
め
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
以
後
も
時
の
権
力

者
、
北
條
氏
康
、
秀
吉
、

家
康
な
ど
の
こ
の
寺
へ
の

関
与
の
話
が
残
っ
て

い

る
。
江
戸
時
代
に
は
、
長

谷
観
音
、
極
楽
寺
、
七
里

ヶ
浜
、
江
ノ
島
へ
の
行
楽

（
信
仰
）
コ
ー
ス
と
し
て

人
気
が
あ
っ
た
。
弁
天
窟

に
は
、
弁
財
天
と
十
六
童

子
の
磨
崖
仏
が
あ
る
が
、

寺
伝
で
は
弘
法
大
師
の
作

だ
そ
う
で
あ
る
。
大
黒
天

が
祀
っ
て
あ
る
の
で
長
谷

寺
は
鎌
倉
七
福
神
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
　

今
回
昼
食
は
各
自
持
参
し

た
お
弁
当
を
長
谷
寺
の
藤

棚
の
下
に
あ
る
休
憩
所
で

い
た
だ
い
た
。
お
に
ぎ
り

弁
当
も
結
構
お
い
し
く
頂

き
ま
し
た
。
２
面
に
載
せ

て
い
る
パ
ノ
ラ
マ
写
真
の

よ
う
に
鎌
倉
の
街
や
海
の

眺
め
は
す
ば
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
気
温
は
か
な
り

高
く
て
し
ん
ど
か
っ
た
で

す
が
適
当
に
吹
く
風
が
身

体
に
心
地
よ
か
っ
た
。
　

　
こ
の
寺
は
日
蓮
・
日
朗

に
深
い
つ
な
が
り
が

あ

る
。
日
蓮
は
「
立
正
安
国

論
」
を
執
権
北
條
時
頼
に

届
け
る
役
を
、
時
頼
の
近

臣
だ
っ
た
宿
谷
光
則
に
託

し
た
と
い
わ
れ
る
。
日
蓮

が
龍
ノ
口
で
処
刑
さ
れ
る

と
決
ま
っ
た
時
、
日
朗
は

捕
ら
え
ら
れ
て
光
則
の
屋

敷
裏
山
の
土
牢
に
入
れ
ら

れ
た
。
そ
の
管
理
を
任
さ

れ
て
い
た
光
則
は
、
や
が

て
日
蓮
・
日
朗
に
引
か
れ

法
華
経
の
信
者
に
な
り
、

自
分
の
屋
敷
を
寺
に

し

て
、
日
朗
を
開
山
に
、
父

の
名
、
行
時
を
山
号
に
、

自
分
の
名
を
寺
号
と

し

た
。
そ
れ
が
こ
の
行
時
山

光
則
寺
で
あ
る
。
　

　
寛
元
二
年
僧
浄
光
が
集

め
た
浄
財
で
最
初
の
木
造

大
仏
が
完
成
す
る
が
、
宝

治
元
年
大
風
で
倒
壊
、
建

長
四
年
に
現
在
の
青
銅
大

仏
が
鋳
造
さ
れ
、
大
仏
殿

も
出
来
た
。
そ
の
後
大
仏

殿
は
二
度
の
大
風
で

倒

れ
、
そ
の
都
度
復
興
さ
れ

た
が
、
明
応
四
年
の
津
波

で
流
さ
れ
て
以
後
は
、
露

座
の
大
仏
と
し
て
今

に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
大
仏

を
鋳
造
し
た
人
は
、
丹
治

久
友
と
か
大
野
五
郎
右
衛

門
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
は
っ
き
り
し
た
記
録

は
な
い
。
関
東
大
震
災
の

後
修
理
が
行
わ
れ
た
時
、

頬
と
顎
の
部
分
か
ら
わ
ず

か
な
金
箔
が
見
つ
か
り
、

金
箔
が
全
身
を
覆
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
よ
う

に

な
っ
た
。
大
仏
殿
の
中
で

金
色
に
輝
く
大
仏
様
は
、

さ
ぞ
神
々
し
い
も
の

で

あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
大
仏
殿
の
基
礎
の
発

掘
調
査
は
、
既
に
終
わ
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
外
周
の
柱
基
礎
は
、
間

口
四
十
四
メ
ー
ト
ル
・
奥

行
四
十
二
・
五
メ
ー
ト
ル

で
、
軒
先
の
大
き
さ
は
間

口
五
十
八
・
五
メ
ー
ト
ル
・

奥
行
四
十
二
・
五
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
瓦
の

出
土
が
全
く
無
く
屋
根
の

形
が
判
ら
な
い
。
大
仏
の

寸
法
＝
総
高
（
台
座
共
）

十
三
・
三
五
メ
ー
ト
ル
・

仏
身
十
一
・
三
一
二
メ
ー

ト
ル
、
顔
の
長
さ
二
・
三

五
メ
ー
ト
ル
、
目
の
長
さ

一
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
耳
の

長
さ
一
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
、

口
の
幅
〇
・
八
二
メ
ー
ト

ル
、膝
の
間
九
・
一
〇
メ
ー

ト
ル
、
親
指
の
周
り
〇
・

八
五
メ
ー
ト
ル
、白
毫（
高

さ
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
・

直
径
〇
・
一
八
メ
ー

ト

ル
）
、
重
量
百
二
十
一
ト

ン
。遠
近
法
の
法
則
か
ら
、

五
メ
ー
ト
ル
位
離
れ
て
拝

む
と
、
釣
り
合
い
が
と
れ

た
形
に
見
え
る
。
こ
の
大

仏
が
立
ち
上
が
っ
て
歩
い

た
と
し
た
ら
、
東
京
ま
で

一
時
間
位
で
行
け
る
計
算

に
な
る
そ
う
で
あ
る
。
　

　
大
仏
の
裏
手
に
あ
る
建

物
の
瓦
が
気
に
な
っ
た
。

雨
樋
が
無
く
瓦
が
斜
め
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

朝
鮮
に
行
く
と
ほ
と
ん
ど

が
こ
の
よ
う
な
瓦
屋
根
だ

そ
う
だ
。
　

 第１号（３）【第三種郵便物不認可】 東京東筑会かわら版 ２００９年（平成２１年）５月１２日（火曜日）

弁天窟入口

弁天窟の暗闇にある十六童子（弘法大師の作らしい）

弁財天

光
則
寺

昼
食

和み地蔵

藤棚の下で昼食藤棚の下で昼食休憩弁天窟出口

光則寺山門入口

光則寺日朗が入れられた土牢土牢の内部ニオイバンマツリ

高
徳
院

阿弥陀如来（大仏）

大仏の裏手にある建物

屋根瓦に朝鮮の様式朝鮮様式の屋根瓦の建物大仏の瞳を確認



　
大
仏
か
ら
大
仏
ト
ン
ネ

ル
ま
で
三
百
メ
ー
ト
ル
は

平
坦
、
続
く
三
百
五

十

メ
ー
ト
ル
は
か
な
り
急
な

階
段
と
階
段
状
の
登
り
、

尾
根
道
の
登
り
下
り
で
約

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
急

な
登
り
約
二
十
メ
ー

ト

ル
、
普
通
の
尾
根
道
約
三

百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
木
の

根
が
足
場
に
な
る
急
な
登

り
三
十
メ
ー
ト
ル
、
残
り

の
尾
根
道
三
十
メ
ー

ト

ル
、
生
活
道
路
、
公
園
道

路
約
八
百
メ
ー
ト
ル
で
日

野
俊
基
の
墓
に
至
る
。
　

　
俊
基
は
鎌
倉
時
代
の
終

わ
り
に
近
い
頃
、
後
醍
醐

天
皇
を
助
け
て
鎌
倉
幕
府

を
倒
そ
う
と
し
た
公
家
の

一
人
で
あ
る
。
（
正
中
の

変
）
謀
が
事
前
に
も
れ
て
、

京
都
で
捕
ら
え
ら
れ
一
度

は
許
さ
れ
た
が
再
び
捕
ま

り
鎌
倉
送
り
と
な
り
、
刑

場
で
あ
っ
た
こ
の
葛
原
岡

で
処
刑
さ
れ
た
。
俊
基
は

恨
み
を
こ
め
た
辞
世
の
句

を
残
し
、
こ
の
岡
に
露
と

消
え
た
が
、
翌
元
弘
三
年

五
月
二
十
二
日
に
は
新
田

義
貞
の
大
軍
が
、
こ
の
岡

を
突
破
し
て
鎌
倉
に
攻
め

込
み
鎌
倉
幕
府
を
倒

し

た
。
明
治
に
な
り
功
臣
で

あ
っ
た
と
し
て
、
墓
が
整

備
さ
れ
葛
原
岡
神
社
に
神

と
し
て
祀
ら
れ
た
。
神
社

は
現
在
由
比
が
浜
地
区
の

鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

る
。
　

　
こ
の
化
粧
坂
は
鎌
倉
七

切
通
し
の
一
つ
で
、
今
も

昔
の
面
影
を
残
し
て
い
る

切
通
し
で
国
の
史
跡

に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
坂
の

名
の
由
来
は
、
こ
こ
で
平

家
の
大
将
の
首
を
化
粧
し

て
首
実
検
し
た
か
ら
か
と

か
、
こ
の
坂
の
あ
た
り
に

町
家
が
あ
っ
て
化
粧
し
た

女
た
ち
が
い
た
か
ら

と

か
、
木
が
よ
く
生
い
繁
っ

て
い
た
の
で
木
生
え

と

か
、
気
勢
と
い
わ
れ
た
こ

と
か
ら
来
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は

藤
沢
か
ら
武
蔵
方
面
に
通

ず
る
重
要
な
道
で
、
元
弘

三
年
五
月
新
田
義
貞
が
鎌

倉
を
攻
め
た
と
き
、
こ
の

化
粧
坂
に
軍
の
主
力
を
向

け
た
の
で
、
激
戦
地

に

な
っ
た
。
　

　
初
め
は
武
庫
山
と
い
い

亀
ヶ
谷
の
中
央
に
あ
り
、

景
色
の
良
い
山
で
あ
る
の

で
、
亀
ヶ
谷
山
と
も
呼
ば

れ
た
。
源
頼
義
・
義
家
親

子
が
奥
州
征
伐
の
時
、
こ

の
山
上
に
源
氏
の
白
旗
を

立
て
た
こ
と
か
ら
、
源
氏

山
と
か
旗
立
山
と
か
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭

和
四
十
年
公
園
と
し
て
切

り
開
か
れ
て
以
来
、
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。
中
央
広
場
に
頼
朝
鎌

倉
入
り
八
百
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
造
ら

れ

た
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
銅
像
が
建
っ
て

い

る
。
道
に
沿
っ
て
山
を
下

る
と
寿
福
寺
の
墓
地
に
出

る
。
　

　
こ
の
銭
洗
弁
天
に
は
、

次
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
頼
朝
が
幕
府

を
開
い
て
か
ら
日
夜
神
仏

に
祈
っ
て
人
々
を
救
お
う

と
し
て
い
た
、
巳
の
年
１

１
８
５
年
巳
の
月
巳
の
日

の
夜
中
一
人
の
老
人
が
夢

枕
に
立
っ
て
「
西
北
の
方

に
か
く
れ
里
と
い
う
谷
が

あ
り
、
き
れ
い
な
泉
が
湧

い
て
い
る
、
こ
れ
は
福
の

神
が
神
仏
に
供
え
て
い
る

泉
で
あ
る
。
こ
れ
を
お
前

に
授
け
る
か
ら
、
こ
の
水

を
汲
ん
で
神
仏
を
供
養
せ

よ
、
そ
う
す
れ
ば
お
前
の

命
令
も
行
き
渡
り
、
天
下

は
平
和
に
栄
え
る
で
あ
ろ

う
。
自
分
は
こ
の
か
く
れ

里
の
主
の
宇
賀
福
神
で
あ

る
」
と
言
っ
て
消
え
た
。

翌
日
家
来
を
や
っ
て
そ
の

場
所
を
探
ら
せ
る
と
、
夢

で
知
ら
さ
れ
た
通
り

で

あ
っ
た
の
で
、
頼
朝
は
洞

窟
を
掘
ら
せ
て
社
を
建
て

て
、
宇
賀
福
神
を
祀
っ
た
。

そ
の
結
果
世
の
中
は
う
ま

く
治
ま
っ
た
。
そ
の
後
執

権
北
條
時
頼
は
、
頼
朝
の

志
を
継
い
で
こ
の
福
の
神

を
信
仰
し
、
辛
巳
の
日
を

選
ん
で
人
々
を
参
拝

さ

せ
、
銭
を
こ
の
水
で
洗
い

清
め
れ
ば
き
れ
い
な
福
銭

と
な
り
、
そ
の
銭
は
百
倍

の
力
を
現
し
一
家
は
栄
え

子
孫
は
安
泰
で
あ
ろ
う
と

い
っ
て
、
自
ら
銭
を
洗
っ

て
祈
っ
た
。
人
々
も
こ
れ

に
習
っ
て
銭
だ
け
で

な

く
、
金
銀
財
宝
や
証
書
ま

で
こ
の
水
で
洗
い
清
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
霊

験
が
あ
ら
た
か
だ
っ
た
の

で
、
い
つ
と
は
な
し
に
銭

洗
い
の
水
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
、
鎌
倉
五
名
水
の
一

つ
に
な
り
、
巳
の
縁
日
に

は
参
拝
者
が
非
常
に
多
く

な
っ
た
。
弁
天
の
ご
神
体

の
宇
賀
福
神
は
水
の

神

で
、
体
は
蛇
、
頭
は
老
人

の
形
を
し
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。
　

鎌
倉
駅
西
口
に
予
定
通
り

四
時
十
分
に
全
員
無
事
到

着
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
６
３
期
渡
辺

克
彦
）
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大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス最初の急な階段急な坂道木の根っこが頼り急斜面

日野俊基の墓

化粧坂

日
野
俊
基
の
墓

化
　
粧
　
坂

け
わ
い
ざ
か

源
氏
山

源氏山頼朝像の前で記念写真

銭
洗
弁
財
天

宇
賀
福
神
社

銭洗弁天で説明聞く下の水神宮

上の水神宮宇賀福神神社洞窟の中天井は空が見える銭洗弁財天




